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ー
が
望
ま
れ
る
だ
ろ
う
し
、
他
方
、
企
業
が
安
定
的
に

操
業
で
き
て
い
る
と
き
な
ど
は
集
団
の
社
会
的
安
定
を

よ
り
強
く
意
識
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
指
向
の
強
い
Ｐ
Ｍ

型
の
リ
ー
ダ
ー
が
望
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
の
ビ
ー
チ
ラ
ー
教
授
に
よ
る
と
、「
多
様
な
文

化
的
、
政
治
的
、
制
度
的
シ
ス
テ
ム
を
背
景
と
す
る
個

人
、
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
組
織
（
グ
ロ
ー
バ
ル
組
織
の

内
外
を
問
わ
な
い
）
に
対
し
影
響
を
与
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
組
織
の
ゴ
ー
ル
の
達
成
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

貢
献
を
引
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
制
度
で
は
な
く
プ

ロ
セ
ス
が
本
質
的
に
よ
り
重
要
で
あ
り
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
を
持
た
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
な
り
、
海
外
派
遣
者
な
り
の

育
成
に
お
い
て
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
」
を
持
た
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
素
養
の
あ

る
人
材
を
選
抜
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

多
く
の
場
合
、
日
本
人
派
遣
者
は
日
本
本
社
に
お
い

て
は
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
海
外
派
遣
に

伴
い
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
就
任
す
る
こ
と
に

な
る
。
問
題
は
、
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ト
ッ
プ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
の
間
に
は
、
役
割
と
責
任
に
お
い
て

様
な
人
々
と
共
に
仕
事
を
し
、
活
躍
で
き
る
人
材
」
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
単
純
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
」
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
人
材
」
と
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
で
有
名
な
ユ
ク
ル
教

授
は
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
相
手
に
対
し
て
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
何
を
ど
の
よ
う
に
な
す
べ
き

か
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
同
意
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
ま
た
同
時
に
、
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

個
人
な
ら
び
に
集
団
が
頑
張
れ
る
よ
う
に
便
宜
を
図
る

プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
」（Y

ukl, 2006

）
と
定
義
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
社
会
心
理
学
者
の
三み

隅す
み

二じ

ゅ

う

じ

不
二
教
授
の

大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
優
秀
な

ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
優
秀
な
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
因
果
関
係
は
必
ず
し
も
成
り
立

た
な
い
。
し
か
も
、
海
外
で
は
環
境
の
「
複
雑
性
」
が

一
気
に
増
す
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
が
在
ア
ジ
ア
の
日
系
企
業
に
対
し
て
実
施

し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
現
地
人
部
下
に
よ
る
日
本

人
上
司
に
対
す
る
評
価
項
目
の
序
列
は
、
ト
ッ
プ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ミ
ド
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
共
通
で
あ

っ
た
。
日
本
人
派
遣
者
は
、
責
任
感
、
顧
客
重
視
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
重
視
の
態
度
で
高
く
評
価
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
日
本
国
内
で
培
わ
れ
、
海

外
で
も
実
践
し
て
い
る
モ
ラ
ル
的
長
所
で
あ
り
、
人
的

資
産
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
で
、
意
見
の
上
層
部
へ
の
直
接
的
具
申
の
回
避
、

現
地
の
習
慣
や
歴
史
・
文
化
事
情
な
ど
の
理
解
不
足
に

つ
い
て
は
と
り
わ
け
厳
し
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

関
係
で
、
日
本
人
派
遣
者
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

現
地
人
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
比
べ
て
、
社
外
人

脈
が
狭
く
、
そ
し
て
社
外
と
の
交
渉
力
に
劣
っ
て
い
る

と
評
価
さ
れ
て
い
た
（
拙
稿
「
日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
と
海
外
派
遣
者
│
ア
ジ
ア
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

上
司
評
価
か
ら
の
検
討
│
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
二
〇
一
二

年
六
月
号
）。

「
Ｐ
Ｍ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
相
通
ず
る
定
義
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
達
成
す
る

（
Ｐ
：
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
向
行
動
）
と
同
時
に
、
集
団

の
社
会
的
安
定
を
維
持
す
る
こ
と
（
Ｍ
：
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
指
向
行
動
）
に
も
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の

企
業
組
織
に
お
い
て
は
Ｐ
も
Ｍ
も
高
い
Ｐ
Ｍ
型
リ
ー
ダ

ー
が
組
織
の
生
産
性
を
よ
り
高
め
る
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
リ
ー
ダ
ー
は
、
状
況
に
よ
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

指
向
行
動
が
よ
り
強
く
な
っ
た
り
、
逆
に
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
指
向
行
動
が
よ
り
強
く
な
っ
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
企
業
が
ス
タ
ー
ト
・
ア
ッ
プ
の
段
階
に

あ
る
と
き
な
ど
は
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
、
達
成
し
よ
う
と

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
向
の
強
い
Ｐ
Ｍ
型
の
リ
ー
ダ

　

実
際
、
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
は
、
自
社
の
情
報
・

知
識
、
人
脈
に
は
き
わ
め
て
長
け
て
い
る
が
、
社
外
の

情
報
、
出
来
事
、
人
脈
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心

を
持
た
な
い
。
こ
の
た
め
、
海
外
の
現
地
法
人
に
お
け

る
日
本
人
ト
ッ
プ・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
弱
点
と
し
て
、
社

外
の
人
脈
の
薄
さ
、
社
外
で
の
交
渉
力
の
弱
さ
が
直
属

の
現
地
人
部
下
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た

シ
ニ
ア
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
日
本

人
派
遣
者
は
同
僚
の
現
地
人
シ
ニ
ア
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

比
べ
て
、
業
務
遂
行
能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
、

部
下
育
成
能
力
な
ど
の
多
く
の
項
目
に
お
い
て
劣
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
語
学
力
不
足
以
外

に
も
、
日
本
人
派
遣
者
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
は
、
前
記
の
モ
ラ
ル
的
長

所
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
社
外
事
情
へ
の
関
心
や
社
外

人
脈
の
形
成
を
通
じ
て
、
国
外
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
な
が
ら
外
国
人
部
下
を
育
成
し
、
活
用
で
き
る

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
求
め
ら
れ
る
。

　

他
方
、
日
本
社
会
は
、
若
者
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
マ

イ
ン
ド
・
セ
ッ
ト
」
を
持
つ
べ
く
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
「
気
づ
き
」
を
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
演
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
将
来
を
担
う
若

者
は
「
井
の
中
の
蛙
」
や
「
茹
で
蛙
」
に
な
っ
て
い
る

場
合
で
は
な
い
。

　

現
在
、
日
本
企
業
の
ア
ジ
ア
新
興
国
を
含
む
海
外
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
が
、
現
場
で
は
、

そ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
専
門
家
や
責
任
者

の
不
足
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
急
ご
し
ら
え

の
人
材
で
急
場
を
凌
が
ざ
る
を
得
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
に
対
応
で
き
る
社
内
人
材
が
、
日
本
の
多
国
籍
企
業

内
に
お
い
て
量
的
、
質
的
に
今
後
十
分
に
育
成
さ
れ
う

る
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
も
関
与
し
た
「
産
学
人
材
育
成
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
委
員
会
」
の
報
告
書

（『
産
官
学
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の
育
成
を
』
二
〇
一
〇
年

四
月
）
を
見
て
み
る
と
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
世
界
の
中
で
、
多
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ロ
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バ
ル
時
代
の
人
的
資
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管
理
の
課
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│
日
本
人
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
│


